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tの‐年、水俣に行かなかった。

理由がどのくらいの比率になるか
`

な[か決められなぃ。

1        .、 :最 首 悟

身体とアル′ヽイトと水俣の事情にようなこ:の三もの
2,4,4か 、 3-3,4カ 、 21-2● 6か、なか

身体はパゥスダストの減感作ど吸入主体で、それも今度ばかりはそうとう規則正しく
続けることで、喘息の発作

“

起こしてッヽない。喉もとまできて,止ってぃるi。 ただ、今ま
で水俣から帰ってくると発作を起こしてぃたとぃう指摘があり:発作を起こしていなぃ

からといってt無茶して、帰ってから起こしたらどうするんですか,と いわれると、そ
れもそうであると腰くだけになる. |                 |
■テルバイトはt高稜二年豪上の子を二人抱えた生活のしがらみと、医学系入試小論文
という特殊な分野の需要増から、泥沼にはまったよぅになっている.ヽ もとも、生活の
必要を越えた分については、いやなら断ればいいわけなのだが、学問の問題と水侵病と
星子の二がらみが予備校での授業内容だから、やっばり足抜けができなくなってくる.

それに受験生は真剣に聞いてくれる。            |
さて、水俣の事情は、というと、これは文字にするのがたいへん難しい。■989年

の水保の事情について、ある種の当事者であることと、どんな当事者かを説明すること
があまりできないという理由から、本俣の事情を整理することや、ど

.う

して行くのをた
めらった.かを文字にするのは、なんだかすごく難しそうな気がする。|

とにかく行かなかった。そのかわり、というわけでもない/Jtt出版社の都合で延び延

びになってぃた、浜元さんの『出月私記Jが急に出ることになったので、急違体裁をと
とのえる作業を夏にやった。それまでに馬意した年表の量が大幅に足らなくな|っ た、と
いうので、ふ―ふ―いいながらつくりあげたことを指す。1本俣病の理解に資する文章を
40枚 くらぃっけてほしい、と言われてっけた前文につき、実川悠太君から10箇所く
らい訂正や改善の指摘をもらった.あ りがたかった.も っとも再版が出るあて1ま 今のと

ころ皆無である。もともと浜元さんの闘き書きは、不知火グループの仕事として取り組
んだので、とにかく出版にこぎつけたことで、直接作業をしてくれたメンバ■には、少
し顔向けができる。浜元さんには、遅れたことのお詫びかたがた、印税の8割に当る本

を送った。きいわぃすぐ売れて、追加注文したいと連絡があったのでtこ のほうも少し
面目が保てた。

水俣の事情に移る。まず甘夏 F・U題につき、相思社が極悪非道の詐欺をやったとはどう
しても思えない。この態度が書きにくくする.そんな態度とっていたら孤立しますよと

電話でいわれたこともある.支援者というレベルでは、相思社 1ま ひどいとぃうことを明
示的な前提にして話を進めるらしぃ.             ‐   ‐ ・ :

大倅マーマンニ
ドをっくぅなんてこと1を しなければt今甘夏にかけている農薬では危

険なことはなぃ。ふんだんにかけてぃる九EE印,(芦 1し
,田浦の全国的プラン|ド )の甘夏

だらて毒物だとぃうこともなぃ。それを相思社は消費者に毒をくらわせたというょうで
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は、話はちがってくるのではないか。

甘橘類にかける農薬は、ほかの作物でも同じだ/Jt、 かける本人がダメッジを受けると
いうのが基本である。残留性が強くない場合は、生産者の健康が一番問題である。連れ
合いの実家の広島の島では、農薬散布後、3日 は寝二むとぃう時代があったという。そ
れを何回も毎年続けるあである:水模の言尋と|),1言■事ず|の事が関ゃ警でなけれ
ばならぬと思う。つまり消費者の健康よりも水俣病患者である生産者の健康を気遣うの

・し
Fil種違皇λ客互を1写準奪すブ,31fIら

'貫

「 1言:警肇彗輩::澪事落F
―ズとこ本俣の甘夏というキャッチラレーズ

は同じ章味ではない:後者にはどうしたらそ水模病恵著圭鍵あ視点嘉i夫 らそtヽ :.

1111番芳魔量E彦曇二整彎等:言t:す1をξtti:F意雷墨i誉繁進皇えF碁晟
晨法人の視点はほとんどことにある::食物を食ヘセ直接人体に影響が出るような晨薬 ,

添加物はさすがに行政も詐可していない。もらとも長覇盛基書桑ヽ 後春轟藁となると話
Iま男llt・ある1 ‐  ‐      ‐   '            : i  l

私たち都会の消費者が食物に気をつけるのIま 、
「
この量をある1をあたああ嘉棗は、ほ

とんど1つしかない.それは 1種類の食物を大量に摂らぬ■とでぁる::添ヵ「物なし、低

長率o食品はなるたけ求めたいがこそれはリマ|'牛■にホ拌ゃ
Jな

け■げできない話で

実見::I意:李:FTζ :姜,こ尋穏曇真:曇野:F信島二;:す季フ意曇貴t沢
llぎピ]

るともっと減る::■  ‐ ‐ ‐    ‐          :‐・   | ―

_私のすぐ下の弟は、甘夏を毎日必ずキ

F3が11鬼 F:警童i'till:,房身募λべく水保の甘夏を届けるようにしているけヤ
ことだけ考えればこ私たちのふもうあ消費量

`言

えば、九由FIそもふ螢ゎなぃあだ。そ
して丸IB印と水俣の甘夏のどっちがうまいかとぃえばtこれは徹妙だ:味で

'ヽ

えば、農
葉がかかってぃようといまいとこ二般的にはt御所浦産がまさる:味は地め不1と 、堆肥

iF警事二:ll鼻方写」曹1票線「轟簾ll基盤:モ:で繁菅警喜警lilli違墓言嚢奪
できる。しかしそれは、あくまでも消費者のニゴである:‐

[ ・  .  ‐

まとめるとご水俣病患者 (認定、申請を問わず)あ身を案じti環境汚桑を少しでも防
ごうとし、そして自然に近く育った作物めぼうがたIん羮蛛tぃ とぃぅぃきぎ

=、

森話お
いた思い込みで、私たちは水俣の言夏を購入しているのである。    ~11

・  |■・  .:   : |■   1 1■   .|:■ , `■
.こ の順序を忘れたくない1・ 1.■     ―‐‐     ・

1議91竃憲量島進讐〕薔言:I澤11lF追轟詈:聟重す曇「:機:11華場3島曇彗
に食べさせてしまった、という一番大事なことにういてj精思社は二言もな|｀ ままに、

』:=ち〔豊こ宣11:::F:|`房顧患†薫鳥息薯:劣墓菖憲蓬悪}:i111li写
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きた文章を批判している,「今まで甘夏を環い統け、しかも全く疑うということをしな

いで同志会の甘夏を信用し」てきて、そのために相思社を断固瀬l弾 している人たちには、

内省や (水俣病問題や共生の)苦しみがうかがわれない、と言うている。

旧同志会の解散を認めず、その呼林を使 う佐藤武春 さん兄弟の 2家族をのぞ く、同志

今メン
'ヾ

二全早
.と

新た■賀所事の申蓄恙者家族 (主に同志会の準会員だらた家族だと思

う)が「きばる」をもくらてt自 己批判しながらt再スタ‐卜しようとして

'ヽ

る◆それ

に対しそ、 Fき ばる」の甘夏:ま こわくて食えなぃ、という立場はこほとんど水俣病患者

彎意驚営毒I球:L=11'孔 基
=11、

二1夫 |く言マF:塁1上場の者
の間の問題である。しかしケサが憎いからといちて本体の水俣病患者の生活とぃうボウ

ズを否定チるようなことなおり得な|ヽ まま準相澪社11ヽ うボツイギ世|ヽ |つ |い つて、

相思社あ活動あ庭奥や蔵某をす人て春
=す

`こ

ともあり得ないのである。

まとある。者
`会

の著赤、ォレたちに毒を長ならしえと言らそ:泉模嘉患暑を見捨てる、
などということがあらてたまるかI話はまら「なく挙りやなャヽか.ィ レlo年澤1食らわ

illilili:[[:「 [:|[i:〔

::な

::[[i:藷[]:]:Si[l[｀
ちにもあるのではないかという思いにかられている者が本保にゃかヽゎつている。もちろ

ん国と企業の告発に専念して、自分の加害性などまつたく章議しなし`人もい|:でもそ

れは小数だと思う。公害に対する立場は加害か被害しかなくごそれ以外の第二者的立場

はな,t、 といぅキ井きんの言葉は今でも生きてtヽ る:後書と茄讐あ立場巌同■人に何層

基Lふ』スニ彗麿廣:辱撥irlあ |き ,は
あつたたtそもt基未蒟に春|二活をする

相思社自体の間jlEは どうか。反患者の立場をとる憎むべき存在とイとしだのか。そうだ !

という声が現にあるので困つてしまうが、甘夏キロあたり10円の手数料が暴利だとは

思われなヽ し`、相思社が、低農薬化にかならずしも乗り気でない患者を説いて回つてつ

くつた果樹同志会発足の頃、患者を食ぃ物にした相思社め金もうけと見た者は一人もい

なかったはすだ:廿夏あ低農業化はこ患者あ健康のためにも、患者運動の理念としても、

そしてその理念に呼応する消費者増大による患者の生活の安定のためにもご
1大 いに益す

る方針であった。           :    _.  . ~  ―
呼がかけた手前と、成り手が他にぃるはすもないという三っあ理由で、相思社が同志

iζ]]][[i営言::〔llil:[:き[:::i[:::iti:i::][
でさだ不姜建な漁薯あ生活を見なわ:な 111通憲のための冒険を説

|て ,lli「 に
11ま いかな|ヽ 。し

薬董島冒薔18菖二晨臭島[ζttλ霞≧黒
[F嚢

露51婁]昼 :嘉きよ‐
:‐i]〔言i:°ばならない。800ト ンのような額を完全に

-3-



求める大手と駆 り,|き しなければならなぃ● しかも甘夏に1ま J瞑穫″ガ‐ク:ン と落ちる裏年
がある。大手はそんな事情を認めない。気零と牛き物担千η■生率を

―
■場中工牛産 と同

じに見徹すのが、資本の論理である。大手こしての生活ィライ牛峰を

`91う

な画だけ
で見るの 1ま 、本意ではないが、生活クラブ,「本堡病1煮でゃる.||を 忘れて くれ、有
機農法傘品とぃう質だけで勝負し、しかも量の点で違約するなJと いう態度を鮮明にし
たとき、それはほとんど資本の論理とまぎらおしくなつてくる.資本の諭違チきっぃな
ら、消費者の論理と言い換えてもいぃ.た とえば、自分の体型にあった多種類の洋服や
ワイヤヤツをできるだけ

=く
欲しいという消費者の欲求は、大資本のスト悪たちことが

できこレディ‐―メイド百品生産年■なするのと似てぃる。そういう消費者の欲求によっ
て、手仕事//t■熊屋ぼ消えを行くか、金持箱手たなるしかなくなる:  |.て、十t暉の専服屋はlHえ て年 くな、,持稲手になうしか

裏:1喜 :≧ レ||||たのだ、 |
相思社批判の立場で 1ま 、相昼社 自身|=金 もうけ した くそコ

という。実情は生産者からめ売れ残 りの心配の圧力をたえず受けて、相思社 :まかんばっ |

た。す
～

1ギ
らたことが相墨社,合計を潤し、相思社職員が働くはげみになった、とぃぅ

べきである。:そ して今回の通常晨薬果め混入:ま、裏年のときの契約高収めのために、準
会員。非会員の御所浦の低農案果を相思社がぁっかったことに端を発してぃる.御所浦
の申請患者の同志会加入を断ってきためは:=全員の売れ残りの心配のためであり、し
かも相思社は患者運動をになってぃるかぎり、御所浦の生活の窮状を見通ごしにするこ
ともできなかったのである。しかし、やは,生産しただけは完売とぃう保障は無理だしく
誤りだと、ぃえるのでl■なぃかと思われる。
こつような保障がなずなされたかとぃう理事が|,次つ誤りと関係しそくる.すなわち、

事母
～

:1患考●■奉仕体であゃ、という見方である。かならずしも相思社の磯員が強く
そうおもってぃるというわけでない。しかしt相思社の設立趣旨は完全にそうであるし、
その趣旨に警思社の職員が沿ってぃないこいう批判l■ 、第丁次訴訟派に根強くある。あ
えていわせてもらえば、相思社は第,次訴訟7irのために寄せられた基金でっくられたの
に、第一次訴訟派の世話はそっちのけにして、新たな患者の発掘ばかりに力を注いでい
るとぃう批判は、当事者ばかりか支援する立場の人たちの中にもある.そのことを考慮

:1ビ義≧iF?rFフ
ミ
7き 1の T「骨

'TrFィ

iり

ひど

1ヽ

」とい

'馨

言の意図は
て

相思社職員
'ま

、そめょぅな批判轟風土あ中で、患者と職員は人間として対等なのであ |
り、自分たちの運動理念と患者の人生観はちがうことがあって当然であらごit、 う見解を |

事:

本俣病患著違勁鑢 歯あ菌難さら1ら
|く る|1峯夢響年:重|し■、相息社

=判

のうごき
にら,、 て:二、結を設ある1.  ■ ‐ |
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